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放
流
調
査
実
施
ま
で
の
動
き

29
・
５
・
22
〜
７
・
２

試
験
礁
（
ナ
マ
コ
ス
モ
）
製
作

 

（
於
：
枝
幸
港
）

 

（
安
田
建
設
㈱
、
ラ
イ
ト
ン
コ
ス
モ
㈱
）

29
・
７
・
３

試
験
礁
（
ナ
マ
コ
ス
モ
）
設
置

 

（
安
田
建
設
㈱
）

29
・
７
・
３

資
源
調
査
で
試
験
用
親
ナ
マ
コ
採
捕
、

羽
幌
用
に
60
尾
提
供
を
受
け
る
。

 

（
枝
幸
漁
協
な
ま
こ
部
会
）

29
・
７
・
５

試
験
用
親
ナ
マ
コ
、
枝
幸
か
ら
羽
幌
公

社
へ
輸
送

29
・
７
・
31

公
社
羽
幌
、
枝
幸
産
親
ナ
マ
コ
の
産
卵

誘
発
成
功

29
・
８
・
２

水
産
技
術
普
及
指
導
所　

種
苗
生
産
試

験
実
施　
（
於
：
枝
幸
漁
協
荷
捌
き
所
）

29
・
８
・
26

指
導
所
生
産
種
苗
（
沈
着
幼
生
24
日
齢
）

10
万
尾
（
平
均
体
長
０
・
５
㎜
）
を
譲

り
受
け
、
港
内
側
の
試
験
礁(

№ 
１)

に

放
流
、
育
成
試
験
開
始

29
・
９
・
16

公
社
生
産
種
苗
（
48
日
齢
）
４
・
８
万

尾
（
平
均
体
長
２
㎜
）
羽
幌
か
ら
枝
幸

へ
輸
送
、
港
内(

№ 
２)

と
港
外
の
試
験

礁（
№ 
３
と
４
）３
基
に
分
散
し
て
収
容
、

育
成
試
験
開
始

30
・
７
・
11

29
年
度
放
流
種
苗
の
生
育
状
況
調
査
実
施

30
・
８
・
８

水
産
技
術
普
及
指
導
所　

種
苗
生
産
試

験
実
施　
（
於
：
枝
幸
漁
協
荷
捌
き
所
）

30
・
９
・
４

調
査
結
果
現
地
説
明
会
予
定

 

（
於
：
枝
幸
漁
協
）

30
・
９
・
５

指
導
所
生
産
種
苗
（
沈
着
幼
生
24
日
齢
）

60
万
尾
（
平
均
体
長
０
・
５
㎜
）
を
譲

り
受
け
、
港
内
の
実
験
礁(

№ 
２)

と
港

外
の
実
験
礁(

№ 
４)

に
放
流
予
定

※ナマコスモとは、ライトンコスモ社が開発した稚ナマコ保護育成礁の名前です。

1年で驚きの成長（平成29年9月放流種苗調査（平成30年7月11日実施））

放流時点での沈着種苗（24日齢 ︲0.5mm）

放流時点での公社種苗（48日齢 ︲2mm）

1年後の沈着種苗

1年後の公社種苗
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平
成
29
年
8
月
2
日
、
水
産
指
導
所

が
枝
幸
漁
協
荷
捌
き
所
で
、
ナ
マ
コ
採

卵
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
そ
の
時
生
産
さ
れ
た
種
苗

（
24
日
齢
、
体
長
０
・
５
㎜
）
の
う
ち

浮
遊
幼
生
段
階
で
10
万
5
千
個
を
提
供

し
て
戴
き
、
平
成
29
年
8
月
26
日
に
港

内
側
の
試
験
礁
No 
１
に
収
容
し
ま
し
た
。

　

無
換
水
で
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
（
キ

ー
ト
セ
ラ
ス
）
の
み
の
給
餌
の
た
め
体
長

が
小
さ
く
、
沈
着
幼
生
は
試
験
礁
収
容

後
に
大
幅
に
生
残
が
落
ち
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、予
想
に
反
し
て
（
⁉ 
）

生
残
・
成
長
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
公

社
産
の
大
型
種
苗
と
比
べ
る
と
、
成
長

に
違
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
推
定
生
残

数
は
公
社
産
大
型
種
苗
を
収
容
し
た
港

内
No 
２
と
遜
色
が
な
く
、
驚
き
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

沈
着
種
苗
を
放
流
種
苗
と
す
る
こ
と

は
、種
苗
生
産
に
要
す
る
期
間
が
短
く
、

技
術
的
に
も
平
易
で
コ
ス
ト
が
極
端
に

安
く
な
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
無
換
水
と
い
う
こ
と
は
、
種

苗
生
産
の
た
め
の
海
水
の
浄
化
シ
ス
テ

ム
な
ど
大
規
模
な
設
備
を
必
要
と
し
な

い
と
い
う
の
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
。
荷
捌
き
所
の
片
隅
で
種
苗
生

産
が
で
き
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
種
苗
を
付
着
さ
せ
た
基
質
が

大
幅
に
少
な
く
な
り
ま
す
。
今
回
、
No 

１
に
収
容
し
た
種
苗
袋
は
４
袋
で
す

が
、
大
型
種
苗
を
収
容
し
た
No 
２
で
は

同
じ
サ
イ
ズ
の
種
苗
袋
16
袋
を
必
要
と

し
ま
し
た
。

　

放
流
の
負
担
も
、
大
幅
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

試験礁設置位置

稚ナマコ測定（ 計数 ）状況

稚ナマコ測定（ 計 測 ）状況

港内No.1
（24日齢 )

港内No.2�
（48日齢 )

港外No.4
（48日齢 )

港外No.3
（48日齢 )

大
型
種
苗︵
₄₈
日
齢
︶と
比
べ
て
成
長
に
差
は
あ
る
も
の
の
生
残
数
は
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
驚
き
の
結
果

荷
捌
き
所
で
試
験
生
産
し
た

沈
着
幼
生（
24
日
齢
）の
生
残
・
成
長
を
確
認
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浮
遊
幼
生
を
沈
着
さ
せ
る
基
質

（
ネ
ッ
ト
）
に
は
、
通
常
１
週
間
ほ
ど

か
け
て
珪
藻
を
付
着
さ
せ
、
幼
生
が
沈

着
し
た
後
、
当
面
ネ
ッ
ト
上
で
餌
を
取

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
が
、
今
回
は
ネ
ッ

ト
に
全
く
珪
藻
を
付
着
さ
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
種
苗
袋
に
残
っ
て
い
る

稚
ナ
マ
コ
は
非
常
に
少
な
く
31
尾
し
か

残
っ
て
お
ら
ず
、
殆
ど
が
餌
の
あ
る
石

材
部
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
種
苗
袋
に
餌
が
潤
沢
に

あ
っ
た
（
と
思
わ
れ
る
）
公
社
産
の
種

苗
を
収
容
し
た
No
２
～
４
の
試
験
礁
で

は
、
種
苗
袋
に
か
な
り
の
数
の
稚
ナ
マ

コ
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
結
果
と
大
き

く
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
石
材
部
に
残
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
稚
ナ
マ
コ
は
最
大
で
２
１
０
０

個
体
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

港
内
で
公
社
産
の
大
型
種
苗
を
収
容
し

た
No
２
試
験
礁
の
推
定
数
２
５
０
０
個

体
と
遜
色
の
な
い
値
で
す
。

　

た
だ
し
、
初
期
に
潤
沢
な
餌
が
当
た

ら
な
か
っ
た
た
め
か
、
成
長
に
は
大
き

な
差
が
見
ら
れ
、
沈
着
幼
生
を
収
容
し

た
No
１
試
験
礁
の
平
均
体
長
が
13
・
81

㎜
に
対
し
、
大
型
種
苗
を
収
容
し
た
No

２
試
験
礁
の
平
均
体
長
は
25
・
47
㎜
と

倍
近
く
の
差
が
出
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
初
期
餌
料
が
あ
っ
た
種

苗
袋
と
石
材
部
に
成
長
の
差
が
あ
っ
た

の
か
、
種
苗
袋
に
残
っ
て
い
た
ナ
マ
コ

と
石
材
部
に
移
動
し
た
ナ
マ
コ
の
成
長

を
統
計
的
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
港
内

No
１
で
は
成
長
に
差
が
あ
る
と
は
言
え

な
い
（
種
苗
袋
に
餌
が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
）、
港
内
No
２
で
は
差
が
あ
る
（
石

材
部
の
方
が
成
長
が
良
い
？
）、
港
外

No
３
で
は
差
が
無
い
（
石
材
部
の
方
が

成
長
が
良
い
？
）、
港
外
No
４
で
は
差
が

あ
る（
種
苗
袋
の
方
が
成
長
が
良
い
？
）

と
い
う
結
果
に
な
り
、
種
苗
袋
に
餌
が

あ
る
こ
と
が
成
長
に
差
が
あ
っ
た
と
判

断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
浮
遊
幼
生
を
沈

着
さ
せ
る
基
質
（
ネ
ッ
ト
）
に
、
あ
え

て
珪
藻
を
付
着
さ
せ
る
必
要
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

30
年
度
の
放
流
に
お
い
て
、
珪
藻
を

付
着
さ
せ
な
い
基
質
（
ネ
ッ
ト
）
で
実

証
し
ま
す
。

表１　稚ナマコの生息状況（沈着幼生（24日齢）収容）
港内 No.1 石　材　部 種　苗　袋

付　着　数 66 個体 31 個体
推定生息数 531～2,138 個体 －
平 均 体 長 13.81  mm 15.70  mm

表２　稚ナマコの生息状況（稚ナマコ（48日齢）収容）
港内 No.2 石　材　部 種　苗　袋

付　着　数 47 個体 93 個体
推定生息数 1,195～2,566 個体 91～209 個体
平 均 体 長 25.47 mm 21.70 mm

稚ナマコ（港内 No.1  石材部） 稚ナマコ（港内 No.1  種苗袋）

稚ナマコ（港内 No.2  種苗袋）稚ナマコ（港内 No.2  石材部）

浮
遊
幼
生
の
沈
着
基
質
に
珪
藻
等
の
初
期
餌
料
付
着
は
必
要
？
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今
回
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
収
穫

は
、
外
海
部
に
設
置
し
た
実
験
礁
内
で

の
生
残
・
成
長
を
初
め
て
確
認
し
た
こ

と
で
す
。

　

檜
山
管
内
で
行
っ
た
試
験
で
は
、
残

念
な
が
ら
外
海
部
で
の
生
残
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
確
認

に
よ
り
、
外
海
部
で
の
大
規
模
な
稚
ナ

マ
コ
の
放
流
施
設
と
し
て
の
可
能
性
を

開
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
枝
幸
の
設
置
場
所
は
、
防
波

堤
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
前
面
に
位
置
す

る
た
め
、
沖
波
と
そ
の
反
射
波
の
両
方

の
影
響
を
受
け
る
と
い
う
厳
し
い
条
件

で
し
た
が
、
生
残
と
成
長
の
両
方
を
確

認
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

　

成
長
に
関
し
て
は
、
静
穏
域
で
あ
る

港
内
No
２
（
平
均
体
長
25
・
47
㎜
）
に

対
し
て
、
港
外
No
３
（
平
均
体
長
28
・

36
㎜
）、
港
外
No
４
（
平
均
体
長
24
・

41
㎜
）
と
全
く
差
が
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
が
、
統
計
的
に
検
定
す
る
と
、

港
内
と
港
外
で
は
成
長
に
差
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

静
穏
域
で
あ
る
港
内
の
方
が
、
成
長

は
良
い
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
は
り
外
海
は
、
静
穏
域
で
あ
る
港

内
よ
り
は
、
生
育
環
境
と
し
て
は
厳
し

い
と
判
定
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
残
り
の
推
定
数
が
、
港

内
No
２
と
比
べ
て
約
1/2
程
度
と
少
な

か
っ
た
こ
と
も
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
波
浪
環
境
が
厳
し
い
た
め

に
、
稚
ナ
マ
コ
が
石
材
深
部
に
入
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
時
化
を

前
に
漁
場
移
動
し
た
の
で
は
と
考
え
て

お
り
、
今
後
の
調
査
で
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
１
礁
あ
た
り
１
０
０
０

尾
近
く
の
生
残
が
あ
っ
た
こ
と
、
外
海

部
で
こ
の
よ
う
な
稚
ナ
マ
コ
の
放
流
施

設
と
し
て
集
約
的
な
育
成
が
可
能
性
を

見
い
だ
し
た
こ
と
は
、
事
業
化
に
向
け

て
大
き
な
前
進
で
す
。

表３　稚ナマコの生息状況（港外 No.3）
港外 No.3 石　材　部 種　苗　袋

付　着　数 18 個体 53 個体

推定生息数 139～714 個体 55～263 個体

平 均 体 長 28.36 mm 26.30 mm

表４　稚ナマコの生息状況（港外 No.4）
港外 No.4 石　材　部 種　苗　袋

付　着　数 27 個体 64 個体

推定生息数 293～987 個体 128～255 個体

平 均 体 長 24.41 mm 28.10 mm

稚ナマコ（港外 No.3  石材部）

稚ナマコ（港外 No.4  石材部）

稚ナマコ（港外 No.3  種苗袋）

稚ナマコ（港外 No.4  種苗袋）

外
海
部
試
験
礁
内
で
の
生
残
・
成
長
を
初
め
て
確
認

外
海
部
で
の
大
規
模
な
事
業
化
に
向
け
て
大
き
な
前
進
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試
験
結
果
の
要
約

１　

�

沈
着
幼
生
は
放
流
種
苗
と
し

て
使
え
る
。

　

24
日
齢
沈
着
幼
生
（
体
長
約

０
・
５
㎜
）
は
、
48
日
齢
（
体

長
約
２
㎜
）
と
比
べ
て
成
長
に

差
は
見
ら
れ
た
が
、
推
定
生
息

数
の
最
大
推
定
値
は
約
２
０
０

０
個
体
と
ほ
ぼ
同
じ
。

　

た
だ
し
、
24
日
齢
は
10
万
個

体
、
48
日
齢
は
１
万
個
体
を
収

容
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。

　

無
換
水
な
の
で
飼
育
が
容

易
、
餌
は
市
販
の
藻
類
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
（
キ
ー
ト
セ
ラ
ス
）
で

良
く
、
設
備
も
簡
易
。

２　

沈
着
基
質
に
餌
は
要
ら
な
い
。

　

沈
着
幼
生
は
、
基
質
に
餌
が

無
い
の
で
餌
の
あ
る
石
材
部
に

早
期
に
移
動
す
る
。

　

基
質
製
作
の
手
間
が
大
幅
に

削
減
さ
れ
る
の
と
、
基
質
の
数

が
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

３　

外
海
で
の
生
育
は
可
能

　

港
内
と
比
べ
る
と
生
き
残
り

は
約
半
分
と
い
う
結
果
で
あ
る

が
、
試
験
礁
に
入
れ
る
沈
着
幼

生
の
数
を
増
や
せ
ば
同
様
な
生

産
結
果
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。（
30
年
度
の
試
験
課
題
）

　

も
う
一
つ
、
港
外
の
試
験
礁
２
基
で

は
、
礁
内
部
や
周
辺
に
多
く
の
成
体
ナ

マ
コ
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

港
外
の
試
験
礁
No
３
で
は
10
個
体

（
平
均
体
長
２
０
１
・
０
㎜
）、
No
４
で

は
9
個
体
（
平
均
体
長
２
３
２
・
5
㎜
）

が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

港
内
の
試
験
礁
は
透
明
度
が
悪
い
た

め
確
認
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
回

収
し
た
種
苗
袋
や
石
材
袋
か
ら
ナ
マ
コ

の
糞
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
恐
ら

く
生
息
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
観
察
が
必
要
で
す
が
、
こ
の

試
験
礁
は
、
成
体
ナ
マ
コ
の
生
息
場
所

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

成体ナマコ（港外 No.4　上部）

成体ナマコ（港外 No.3　内部）

成体ナマコ（港外 No.3　窓部）

成体ナマコ（港外 No.4　内部）

成
体
ナ
マ
コ
が
試
験
礁
内
部
や

�

周
辺
に
蝟
集
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宗
谷
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
枝

幸
支
所
（ 

南　

護
支
所
長
、
鈴
木
哲

司
主
査
）
は
、
8
月
8
日
、
枝
幸
漁
業

協
同
組
合
荷
捌
き
所
に
お
い
て
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
採
卵
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

採
卵
に
は
、
枝
幸
漁
協
な
ま
こ
部
会

と
そ
の
家
族
、
漁
協
職
員
な
ど
関
係
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、水
温
の
関
係
で
、ナ
マ
コ
の

産
卵
時
期
が
早
ま
り
、８
日
の
時
点
で

は
盛
期
を
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
と
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
放
卵
・
放
精
促
進
剤

（
ク
ビ
フ
リ
ン
）を
注
射
し
た
ナ
マ
コ
が
、

次
々
と
反
応
し
、
予
定
以
上
の
浮
遊
幼

生
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
日
使
用
し
た
親
ナ
マ
コ
は
26
個

体
で
こ
の
う
ち
ク
ビ
フ
リ
ン
に
反
応
し

た
個
体
は
雄
10
個
体
、
雌
8
個
体
と
お

よ
そ
7
割
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
産

卵
期
の
晩
期
に
さ
し
か
か
っ
た
時
期
と

し
て
は
驚
く
べ
き
好
成
績
で
す
。

8
月
16
日
時
点
で
の
幼
生
数
は
、
１

７
４
万
個
体
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
28

日
間
の
飼
育
を
経
て
、
9
月
5
日
に
は

指
導
所
が
枝
幸
港
内
に
放
流
す
る
ほ

か
、
一
部
を
試
験
礁
へ
の
放
流
種
苗
と

し
て
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
初
、
試
験
礁
へ
の
割
り
当

て
は
30
万
個
体
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
生
産
数
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
60

万
個
体
と
増
や
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

9
月
の
放
流
に
当
た
っ
て
は
、
港
内

1
基
、
港
外
1
基
の
2
基
に
30
万
個
体

ず
つ
収
容
し
、
昨
年
の
10
万
個
体
収
容

と
比
較
す
る
（
収
容
数
を
増
や
し
た
場

合
の
生
残
数
の
変
化
）と
と
も
に
、
港
外

で
の
生
残
を
確
認
し
、
静
穏
域
で
あ
る

港
内
と
比
較
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

収
容
数
が
計
画
よ
り
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、比
較
試
験
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
事
業
化
に
向
け
た
最
終
試
験

と
考
え
て
お
り
、結
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
放
流
し
な
い
２
基
に
つ
い
て

も
次
年
度
に
生
残
数
を
調
査
し
、
生
息

数
推
定
の
精
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

クビフリンの注射

幼生飼育状況（1,744千個体）

デモンストレーションの様子

受精卵（8月8日） 産卵の様子浮遊幼生（8月16日）

卵

水
産
指
導
所 

今
年
も
実
施
し
て
大
成
功

�

ナ
マ
コ
採
卵
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

今
年
度
の
放
流
試
験

ー
事
業
化
に
向
け
た
最
終
試
験


